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学習指導要領の改訂で新 しい静教科の 目博が明記 され,今考えるべき指導の重
点が示 された｡従来の大切に してきた指帝に加え ｢内容面か らの算数的活動のさ
らなる充実｣ ｢黄現力の育成l ｢常用の悪税｣の 3点が新たに重視 された と私は
考える｡
国際学力調査や学力診断の結果にも-Rれている子 どもたちの裸題 を改善できる
よう, ｢PくJ容面からの沸教的活動の さらなる充実｣ ｢表現力の育成｣ ｢活用の五
視｣に誼点をおき,授業づ くりを実践 した｡
1 本実践のねらい
(1)活用缶視の指称
今回の学習指凍要領の改訂で昇教科の目標が
以下のように変わった｡ ｢算数的活動を過 して.
救出や図形についての基礎的 ･基本的な知軌及
び技能を身に付け,日常の畢魚について見通 L
をもち筋道立てて考え,表現する能力を育てる
とともに,井数的活動の楽 しさや教理的な処理
のよさに気付き,進んで生活や学習に所用 しよ
i とする傾度を育てる.｣ (下線苓者)
下線部分から改訂の最点札 ｢辞数的清軌の
さらなる正視と工夫j ｢活用する態度の育成｣
であることが誹み取れるn
昇教科の学習は以前からも活用することを大
切にしてきた｡ しか し,今回の改訂で改めて強
調されているということは,綬業者が r常用｣
について再考 していかなければらないと考える｡
(2)言語活動充実の観点から
同様に下線部分から r表現力の育成｣も改訂
の正点であると考える.練 り上げの磁面も従来
から算数科では遠視 してきたが,ここで改めて
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｢算数的活動｣と ｢衷現力育成｣を結びつけて
工夫 し授業実践を行っていかなければならない
と考える,
そこで本実践では,子どもが基礎的 ･基本的
な知抑 ･抜髄を身に付けるために. ｢何Jを
｢どのように｣活用することが大切なのか,衣
現力を育成するために歩数的活軌をどのように
て奏しなければならないのか小数の加減計算の
仕方を考える場面で探っていきたい｡
2 本実践における指導の工夫
(1)子どもが ｢活用｣するための工夫
本蝉元 ｢小数Jのねらいとしては,以下tJ)3
○小数の凄味と表 し方の理解
ア 棟数部分の大きさを表す.表 し方と
1/10の位について知るo
イ 並数と同じ仕組みであることのAi.解
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○小数の加法,減法の意味理解と活用できる
ようにすること
ウ 1/ 10の位までの小数の加法 ･減
法の計井の仕方を考え.できるよう
になる｡
これ らのねらいを達成するためには, ｢′J､数
は整数と同 じ原理 ･手順であること｣｢整数の
加法 ･減性 と同様にノ｣､数の加法 ･減牡が考えら
れること｣｢スパイラルによって数の相対的な
見 -^を深めることJに留恵 しなければならない｡
これ らの留意点は,子どもが 『整数の原fgl･_や
計第の仕方で培ってきた牡の相対的な見方』を
『くり返 し小数の学習と関連があるとい うこと
を自覚』 して所用 しなければならないことを示
唆 している｡
子どもが活用できるように教師は支援 しなけ
ればならないと考える.
そこで.本時のために以 Fのような工夫を考
えた
(D導入の工夫
｢前早年までの数の相対的な見方を想起すろ
こと｣をねらいとして以下のよ うな工夫をする｡
《問牌提示の仕方の工夫》 ｢m 且か らA-｣
卜図のような 1瓜のペッ トボ トルに 10等分
の日盛 りを入れ, 2目盛 りまで入った ものと3
目盛 りまで入ったものを野鵬する｡ 1つずつ
｢何m且ずつ入っているか｣ ｢2つあわせると
何m 且か｣と昇れ ｢1OOのいくつ分｣を懲
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く､
次に ｢同 じよ うな 20+30も説明できる
か｣と尋ね, ｢10のいくつ分｣を尊 く.,2つ
の考えを統合 して ｢ロのい くつ分で考える｣敏
の相対的な見方につなげるD
r口のいくつ分｣ とい うキ- ワー ドがでた後.
｢何 色ずつ入っているか｣と尋ね,0,2+0.3に
尊 く.
② ｢小数の大きさ｣の学習で しっか りと整数
のしくみ と関連づけてお く
｢前略の学習でも子 どもに小数 と整数をlff1連
づけてお くこと｣をね らいとして以下のような
工夫をする｡
《問題の工夫》 ｢どちらがどれだけ大きい
か ?｣の大小比べ
前略に ｢1,5と1,3でしたどちらがどれだけ人き
いか｣とい う問題を設定 し,数直線を使って説
明する活動を位僅づける｡
(2) ｢数直線を使 って0.1のい くつ分か考え説
明｣する算数的活動の工夫
表現力等の育成逝祝の観点から以下のような
学習活動の例示があげられている｡
｢自立的 ･自主的に井数的活動にかかわる｣
｢体験から感 じ取ったことを衷現する｣
｢事実を正確に理解 し伝達する｣
｢概念 ･法則 ･葱回などを解釈 し,鋭明 した
り活用 したりする｣
｢情報を分析 ･評価 し,論述する｣
｢探題について構想を立てて実践 し,評価 ･
改善する｣
｢お互いの考えを伝え合い,自らの考えや集
団の考えを発展させる｣
(新 しい罪数研究 2008 .No.447 4月号
｢今月の話題 潜水静海｣から引用)
これらの例示の中から,本時に最適な算数約
倍軌を工夫したい〔
まず,卒業を正確に理解 し伝達するために
｢数直線を経った｣潜動にする｡数直線に01が
いくつあるか明記させ,たし辞の答えを求める
ようにする.
また,お互いの考えを伝え合い,自らの考え
や典田の考えを発展させるためにまず ｢席の隣
同士で自分の考えを説明する｣活動を行 う｡次
に全体で練り上げの活動に取り組むようにするQ
3 授業実践
(1)単元名 小数
(2) 目標
○小数で表すことのよさに気づき,すすんで
生活や学習に生かそうとする｡
○はしたの部分の表し方を考えたり,賂数と
関連づけて小数の加減計芽の仕方を考えた
りすることができる｡
○小牧を用いてはしたの部分を恕 したV),小
数の加減計節ができた り,敬直線上に小数
を表 したりできる｡
○小数と粒数が同じ仕組みで衷されているこ
とを理解 したり.数の相対的な大きさにつ
いての理解を深めたりする,
(3)単元計画 (8時間)
第 1次 はしたの大きさの表 し方
第 1時 は したのかさの来 し方による小数の
軌機付け
節2時 はしたの長さや盃さの表 し方
第2次 小数の大きさ
第 1時 数直線による小数のしくみの理解
第2時 数直線による小数の大小比較
第 3次 小数のたし舞 ･ひき算
第 1時 小数の加減の恵味理解と計井の仕方
･･本時
第 2時 小数のた し欝の隼節
第 3樽 小数のひき算の 笥 第
第4時 練習間稽
(4)子どもの実態
木単元に入る前に ｢数の相対的な見方にf淵す
乙 lレディネスチェックを行ったn計算の仕方
を問 う ｢30+40,300+400の計昇の
仕方を規明しましようD (どのように考えると
蘭収にできますか)｣という間煩を駄定した｡
結果け以下の通 りであった｡
｢LOのいくつ分.100のいくつ分｣が明
記できていた子どら･･･57% (26%)
roをとってくっつける｣など明記できてい
ない子ども ･･･ ･･･43%
4年生 110人 ( )内は本実践で公開
するクラスの結果
この結果からも2 (1) ｢活用するための工
夫｣ (2) ｢数直線を使って0 1のいくつ分か考
え脱明｣する算数的活動の工夫が必要だと考え
杏 .
(5)指導の実麻 (第 3次 第 1時)
〇本時o)目標
2つの液且をあわせることから02+0,3の音
味を坪解 し,数直線から0.1のいくつ分 と考えて
並数のたし袋ひき弟をもとに0.2+03や 0.3-
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0.2の計算の仕方を鋭明できる｡
〇本時の展開
2つのジュースの瓜をあわせることから本時
◎ 18のペ ットボ トルに入った2つのジュー
スを提示 し,｢それぞれ何m旦ずつ入っている
か｣ ｢2つあわせ ると何m aか｣と萄れ 200
+300を立式 し, ｢100のいくつ分｣を蒔
くようにするO ｢同 じような20+30t)説明
できるか｣と尋ね, ｢10のいくつ分｣を噂き,
2つの考えを統合 して ｢口のいくつ分で考え
る｣敬の相対的な見方が想起できるようにする.
? ?
?????
ペ ッ トボ トルに入った 2故を実際に世示
T このペ ットボ トルを見てくださいO何がど
のくらい入っていますか｡
(ペ ットボ トルを樫 示)
C オ レンシジュースが少 し｡
C ほんのちょっと｡
T 目盛 りが見えるかな｡
C 目盛 り2つ分です .
T この日盛 りは1000m且を10等分 Lています｡
ですからl目盛 りは ･･･｡
C 100m且です｡
C IOOOを10個に等 しく分けた1つ分だからで
すr
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T なるほど,ジュースは何 目盛 りまで入 って
いますiJゝー
C 2目櫨 りだから ･I
C 200rn色入ってい lL･3-
T そのir由り｡ このペッ トボ トルには200m且入
っています｡では,こちらu)同 じペ ッ トボ
トルに41何m 且7 -)こい上すかO
(もう一方のペ ットボ トルを鎚示)
C 3目鳩 V)入っているか ら .･ .
C 300m且ですo
T そ うです｡では,どちらも妓 り少ないので
1つU)ペ ットボ トルに合わせようと思います｡
式はどうなりますか｡
C 200+30Uです｡
T どうしてですかJ
C 2つのiLiを合わせるからですO
(200+300を板題)
T この.氏の計等の仕カーは ･･ ･
C IOOのいくつ分 と考えて ･- 100が2+3
で 5つ分で500です.
T うまく説明できましたね｡では,20+30の
よう/亡計罪の仕方も同 じように説明できま
すか｡
(以下,子どもたらはLOOの場合と同様に し
て ｢10のいくつ分｣で20+30を説明 し板.汚
した)
T なるほど∩何かのいくつ分で考えろと計符
が怖糾 こなV)ますね｡では,今 Elの問題で
すb このペ ッ トボ トルを18と考えろとジ
1-l-スの瓜は何 且と言えるで しょう｡また.
式はどうなるで しょう｡
C 0.2且と0.3且で02十0,3です｡
(立式できたところで何のいくつ分で考えれ
ばいいか手引=HlL木崎のめあて r0.1のいく
つ分 と考えて0.2+0.3の計第の仕方を考え
よう｣を設定 した )
牧直線を仕って0,2+0.3の計井の仕方を考え
⑳前時の小数の大小比較で使った放逸:線を僚
示 し, ｢0.2や0.3はどれぐらいの大きさか｣
｢1目盛 りはいくらか｣など数直線で凄すよさ
に日を向けるよう話 し合 うことで,計井の仕方
を考えるときにも使えるようにする｡
T では,みんなが考える前に昨日の大きさ比
べでちがいを説明するときに使った図は何
だったかな｡
C 敬曲線です｡
T 敬匠腺を使うとどんないいことがあるのか
なo
C らがいがわかりやすいことです ｡
C 0.1がいくつあるのかもよくわかりますJ
T そうですね｡数直線で鋭明すると ･ ･ ･ ｡
C わかりやすく脱明できる｡
T そうですね｡では,数直線を使ってわかり
やすく02+0.3の計芽の仕方を説明 しよし
ょう｡
0,2+0.3の計算の仕方を話 し合う｡
◎ まず,お互いの考えを伝え合い,自らの考
えや集団の考えを発展させるために ｢柵の隣同
士で自分の考えを説明するj 満軌を行 う｡
次に,全体で話し合う麻にも数LrBI線を使って
罪衷させることで, ｢どこが0.1なのか｣ ｢答え
がどの部分なのか｣視覚的に分かりやすくする｡
(隣同士での話し合いの後)
T では,まず数直線で髄明してくださいO
(0.2と0.3を数直線に逝き込ませる)
C 0.2はここまで｡
C 0.3はここからここまで｡
T 0.1がいくつ分あるか数直線に表せますか♪
(0.1を数直線に番き込ませる)
T わかりやすい数直線になりましたね｡計井
の仕方を説明しましよう｡
C 口のいくつ分の考えを使うと0.2は0,1が2
つ分｡0.3は0.1が3つ分だからあわせて,
2+3-5だから0.1が5つ分で0,5ですo
T 放直藤を指 し示 しながら説明できますか｡
(ノー トの敬直鎖を示 しながら個々に説明)
T では,前に出て説明する人.
(棟宙を韓し示 しながら説明)
児庇の考えを表 した横苗
0.3-0.2の針弁の仕方を話 し合うO
◎ ちがいも比べられるかと投げかけた し界と
同様にひき井の計第の仕方を考える｡
T T-はペットボ トルのジュースの敬のちがい
を求めることはできますか｡
C できます｡
T 計昇の仕方の説明もできますか｡
C ロのいくつ分の考えを使えば簡単にできま
す,
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C た し帝になるかひき辞になるかのちがいだ
けです｡
(後省略)
まとめをする｡
㊤繰 り上が りや繰 り下が りのある練習間態 を
し,計節の仕方を説明 させ ながら答 え合わせ を
した り,100のいくつ分や10のいくつ分の考えを
もとに0.1のいくつ分 と考えて小数の計井の仕方
を考えた ことを板杏か ら振 り返った り,本時の
まとめとする｡
(練習問題 を した後で)
T では練習間欝の計井の仕方を脱明 しま しよ
う｡
C 0.8+0.4は1.2です｡0.8は0.1が 8つ,0,4
は0,1が4つなので0.1が8+4-12こで
1.2ですu
T 舶初の問題 と違 うところがあるのに気づき
ま したか｡
C この間層は繰 り上が りがあ ります｡
T 繰 り上が りがあっても計算の仕 方は同 じで
すわ｡0.1のいくつ分の考えが同 じように使
えますね｡
(以下略)
4 本実践の省察
(1)成果
ア.｢活用｣について
蝉元後のアンケー ト (英施人数38名.)で計罪
の仕方を.ifかせたが,その中でキー ワー ドと し
て ｢0.1のいくつ分｣ と省いていた子 どもは24名
(63%)だった｡ レディネスチェックの26%
に比べると定帝串 としてはまずまずであると考
える,今後分数のた し算や ひき諒で同 じよ うに
｢単位のいくつ分｣の考えで計芽の仕方ができ
ているか追跡調査を してみたい｡
ィ.｢表現Jについて
全体で話 し合 う前に席の隣同士でお互いの考
- 781
えを説明 し合 う活動を取 り入れたことは, どの
子にt)自分の考えを表現す る場を保障 した こと
になると考えると意義ある活動であった｡ この
よ うな活動を繰 り返 し行 った り.説明や発表の
仕方を工夫 した りす ることによって子 どもの表
現すI)力を伸ば していきたい｡
(2)軟度
本実践の導入では100や10のいくつ分の考えを
出発点 とした｡ これは前学年まで知織 ･技能を
活用 しているとい うことを実感的に とらえさせ
たかったからである｡本単元の基礎 ･基本であ
る ｢0.1は1を10等分 した1つ分｣ ｢0.5は0.1の 5
つ分｣ とい う知軌を借用 しているとい うことに
ついてはやや弱かったように考える｡今後,前
学年までに身につけた知取 ･技能 と本単元の知
,m ･技能をバ ランスよく活用 し,子 ともたちに
それ らを活用 しているとい う自覚を促す工夫 を
していきたい｡
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